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首都圏主要駅の改札口に異常時案内用ディスプレイを設置します。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
１ 設置時期 

2007 年 3 月末までに順次設置 
   
  ２ 設置する駅   
   ○首都圏主要駅 19 駅の主要改札口に 112 台設置します。 

※ 今年度の設置駅 
新宿、池袋、渋谷、横浜、東京、品川、新橋、大宮、高田馬場、 
上野、北千住、秋葉原、川崎、国分寺、千葉、三鷹、八王子、 
成田空港、空港第２ビル 

    ※今後 2008 年度までに首都圏の乗車５万人以上の駅を整備対象とし
ています。今後 3年間で合計約 90 駅に順次整備する予定です。 
 

  ３ 設置の内容 
○ 首都圏の５万人以上の乗車がある駅の主要改札口に５０インチの
ディスプレイを設置し、首都圏の運行情報が入り次第、お客さまに
提供します。 

○ 今まで文章で表示していた運行情報を地図式表示とし、お客さまに
分かりやすく表示します。 

○ 今まで電光掲示板ではお知らせできなかった、振替乗車路線の情報
についても表示します。 

○ 大規模災害の発生時には、ＮＨＫの災害報道番組を放映します。 
 
■ 画面イメージ  別紙 

 
 

 7 月の会見で既に概要をお知らせいたしましたが、詳細がまとまりました

のでお知らせいたします。  

JR 東日本では、輸送障害発生時に運行情報をお知らせするために、改札外に

異常時運行情報用の電光掲示板を設置して来ました。このたび、お客さまに

より分かりやすい情報提供を行うため、首都圏主要駅１９駅に、５０インチ

ディスプレイによる異常時案内用ディスプレイを設置し、地図式表示による

運行情報を提供し、さらにお客さまへのご案内の充実を図ってまいります。 






